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いのち輝くがテーマの万博のレガシーとして・・・・
・・・・・大阪湾岸に、渡り鳥の立ち寄れる湿地を！
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夢洲には、埋立て途上、偶然にできた自然環境に、
希少な渡り鳥が多数渡来していました。
今後も野鳥が渡来できる場所を確保してほしいと
願って、環境6団体で共同宣言を出しました。
右のQRコードから、解説動画がごらんいただけます。
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